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「減災」という言葉をご存知でしょ
うか？ 震災などによる被害、特
に死傷者をできるだけ少なくする
よう事前に万全な対策を立ててお
こうとする考え方や取り組みのこ
とです。阪神・淡路大震災、東日
本大震災を経て広く認識されるよ
うになってきました。

「災害が起きてもなんとかなる」
「自分だけは大丈夫」

そんな風に思っていませんか？
災害はすべての人に分け隔てなく
襲い掛かり、避けることはできま
せん。ですが、そのダメージは減
らせることができます。

これを聞いて不安な気持ちになる
のは「わからないから」「備えがで
きていないから」かもしれません。
まずは情報を収集し、暮らしの中
に「防災」を取り入れて、いざと
いうときに備えませんか。

まいにち防災。
知って備える。
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写真は、７月初めにあった大雨災害のと
きの曽於市内の様子。死者１名、断水が
50 戸、道路や河川の破損は 300 を超え
るなど大きな被害がありました。

これからは台風の時期。この間のような
大雨もあるかもしれません。

また「南海トラフ地震」は、概ね 100 年
弱～ 150 年間隔で繰り返し発生してお
り、前回の南海トラフ地震【昭和東南海
地震（1944 年）・昭和南海地震（1946 年）】
が発生してから 70 年以上が経過した現
在では、次の南海トラフ地震発生の時期
が近づいてきているといえます。

「いつか来るその日」は
「今日」かもしれません。
災害への備えは「いつか」ではなく

「いま」始めましょう。
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今
回
の
大
雨
は
、
西
日
本
豪
雨
の

総
雨
量
（
10
日
間
で
１
８
０
０

㎜
）
並
み
の
総
雨
量
（
８
日
間
で

１
１
０
０
㎜
）
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
同
じ
雨
量
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
地

域
の
土
壌
の
種
類
や
地
形
に
よ
っ
て
被

害
の
出
方
は
異
な
っ
て
く
る
。

　
「
消
防
防
災
係
で
は
、
災
害
時
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
入
手
し
、
そ
れ
ら
の
情
報

を
基
に
５
段
階
の
『
警
戒
レ
ベ
ル
（
※

１
）』
や
避
難
所
の
開
設
を
検
討
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
す
る
避
難
情

報
な
ど
は
各
自
治
体
で
状
況
を
判
断
し
、

発
令
し
て
い
る
ん
で
す
」

　

ま
ず
、
台
風
の
発
生
や
大
雨
の
予
報

が
出
た
ら
気
象
庁
に
詳
細
を
確
認
。
警

報
が
出
た
時
点
か
ら
待
機
す
る
。
そ
の

後
、
警
戒
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
判
断

に
な
れ
ば
、
庁
舎
内
に
災
害
警
戒
本
部

を
設
置
。
会
議
を
幾
度
と
な
く
開
き
、

雨
雲
レ
ー
ダ
ー
や
気
象
庁
な
ど
の
専
門

的
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
の
後
の
気
象
状
況

な
ど
を
予
想
す
る
。
避
難
情
報
の
発
令

と
と
も
に
、
避
難
所
の
開
設
や
各
機
関

へ
の
指
示
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
天
気
は
刻
々
と
変
わ
る
も
の
な
の
で

常
に
最
新
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

気
象
情
報
や
消
防
団
な
ど
の
現
場
か
ら

届
く
情
報
を
も
と
に
、
警
戒
レ
ベ
ル
を

上
げ
る
べ
き
か
な
ど
判
断
し
ま
す
」

　

非
常
時
は
確
か
な
現
場
の
情
報
を
求

め
て
い
る
中
、
消
防
団
が
迅
速
に
現
場

へ
向
か
っ
て
く
れ
る
。
川
の
氾
濫
や
崖

崩
れ
に
よ
る
通
行
止
め
の
イ
ン
フ
ラ
情

報
を
庁
内
で
共
有
。
場
合
に
よ
っ
て
は

全
市
民
に
伝
わ
る
よ
う
に
ラ
ジ
オ
な
ど

で
広
報
を
行
い
、
二
次
災
害
へ
の
被
害

を
抑
え
る
よ
う
に
動
く
。

　
「
暗
く
な
っ
て
か
ら
動
く
の
で
は
、
市

民
の
方
を
危
険
に
さ
ら
す
可
能
性
が
上

が
り
ま
す
。
な
の
で
、
な
る
べ
く
避
難

所
開
設
や
避
難
情
報
の
発
信
も
明
る
い

う
ち
に
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東 日本大震災等で、行政が全ての被災者を迅速
に支援することが難しいこと、行政自身が被

災して機能が麻痺するような場合があることが明確
になり、「公助の限界」という言葉が生まれました。

「公助」とは、市役所・消防・警察・自衛隊などに
よる公的な支援のこと。その「公助」における市役
所の具体的な役割を、曽於市役所 総務課 消防防災
係に聞きました。

皆
さ
ん
も
不
要
な
外
出
は
避
け
、
早
め

の
避
難
を
意
識
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
避
難
情
報
が
出

た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
災
害
が
起
こ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
『
被
害

が
な
く
て
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
」

　
〝
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
〟。
そ
の

た
め
に
は
判
断
す
る
た
め
の
情
報
が
不

可
欠
。
そ
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提

供
す
る
こ
と
が
行
政
の
重
要
な
役
割
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

 総務課 消防防災係

淵合 靖宏 係長

◎５段階警戒レベル（※１）

警戒レベル  避難情報 とるべき行動

自
治
体
発
令

５ 災害発生情報 命を守るための最善
の行動をとる

４ 避難指示
避難勧告

避難場所へ速やかに
避難

３  避難準備・
高齢者等避難開始

避難に時間のかかる
要配慮者は始める

気
象
庁

発
表 １～２ 大雨注意報

大雨警報 避難の準備を始める

まいにち防災。
知って備える。



7 Soo City Public Relations,2019.8.Japan

日 々 、 ネットやテレビから届くたくさんの情
報たち。非常時にはどういったものを見れば

良いのか、またその情報は具体的にはどういう状
況を指すのか、今から知っておきましょう。

20mm ～ 30mm ／ 1 時間
どしゃぶりの状態で傘をさし
ていても濡れる。寝ている人
の半数くらいが雨に気がつく。
階段が滝になり、車のワイパー
を速くしても見えにくい。

30mm ～ 50mm ／ 1 時間
バケツをひっくり返したよう
な激しい雨。道路が川のよう
になる。小さな土砂崩れが起
きる。

50mm ～ 80mm ／ 1 時間
滝のように降る（ゴーゴーと
降り続く）。水しぶきであたり
一面が白っぽくなり、視界が
悪くなり、車の運転は危険。
傘は全く役に立たなくなる。

降った雨がどこにも流れ去らずにそのまま溜まった場合の水の深さで、mm で表しています。
例えば、「１時間で 100 ㎜の降水量」は降った雨がそのまま溜まった場合、１時間で雨が水深 10cm
となるということです。

気象庁では「気象警報・注意報」のほかに、地図でみることがで
きる「土砂災害警戒判定メッシュ情報（左図）」や「洪水警報の危
険度分布（右図）」なども情報として発信しています。「雨が強く
なってきたな」など感じたら、自分でもチェックしてみましょう。
どの情報にも危険度の目安が色別でレベルとともに記載されてい
るので避難の参考に。

出典：気象庁ホームページ
　　　（https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/）

◎ 気象庁の防災情報をチェック！

◎ 降水量の目安を知ろう！

まいにち防災。
知って備える。
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洪水が起こったり、排水路などの処理能力が限界に
達すると、市街地や家屋が水に覆われます。これを「浸
水」といいます。氾濫した水の流れは勢いが強いため、
大人でもヒザ程度の深さで歩けなくなります。

◎ 浸水の目安を知ってる？

健康な成人も流される

100cm

70cm
50cm

30cm

立てない。車が流される。

健康な成人も流される

何かにしがみつかないと
立てない。車が浮く。

健康な成人がやっと立てる。
歩行は困難。

10cm の浸水で車のドアが開かな
くなる。家のドアも 20cm の浸水
で開かなくなるので注意。

現
場聞くに

「
共
助
」
の
要
と
も
い
え
る

消
防
団
の
存
在
。

　

曽
於
市
内
に
は
３
町
合
わ
せ
て
、

27
の
消
防
団
が
あ
る
。
災
害
が
発

生
し
そ
う
な
時
は
詰
所
に
待
機
。

消
防
団
本
部
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
住
民
へ
の
広
報
や
被
害

状
況
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
員
は
専
業
で
あ
る
消
防

士
と
は
違
い
、
本
業
を
別
に
持
っ

た
地
元
住
民
。
し
か
し
な
が
ら
、

非
常
時
に
は
消
防
署
と
連
携
し
救

助
を
行
う
こ
と
も
。
現
場
の
様
子

を
、
大
隅
南
分
団
長
の
竹
元
研
二

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

置
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、

助
け
る
側
の
自
分
た
ち
が
被
害
に
あ
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
大
前
提
な

の
で
、
現
場
の
判
断
で
引
く
と
き
は
引

く
、
と
い
う
の
も
大
事
な
ん
で
す
」

　

使
命
感
だ
け
で
ど
ん
ど
ん
や
る
だ
け

で
は
い
け
な
い
。
自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
常
に
考
え
、
過
ぎ
去
っ
た
あ
と

も
『
も
っ
と
こ
う
で
き
た
の
で
は
』
と

考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
。

　
「
大
変
だ
っ
た
の
は
う
ち
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
消
防
団
も
同
じ
。
こ
の
経

験
を
全
体
で
共
有
し
て
、
今
後
に
つ
な

げ
て
い
く
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　

地
域
を
想
い
、
非
常
時
も
最
前
線
の

現
場
で
動
く
。
各
地
域
で
活
躍
す
る
消

防
団
の
存
在
は
、
と
て
も
頼
も
し
い
。

　

曽
於
市
の
中
で
も
土
砂
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
特
に
多
か
っ
た
大
隅
町
。
大
隅

南
地
区
で
も
、
市
道
を
ひ
と
つ
残
し
て
、

他
が
す
べ
て
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
通
行

止
め
に
な
り
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
被
害
状
況
を
点
検
し
て
、
よ
し
詰

所
に
戻
ろ
う
っ
て
来
た
道
を
戻
る
と

通
っ
た
あ
と
に
土
砂
崩
れ
が
起
き
て
い

て
、
帰
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」

　

今
ま
で
台
風
で
の
待
機
は
あ
っ
た
も

の
の
、
今
回
の
よ
う
に
大
雨
に
よ
る
待

機
と
大
き
な
被
害
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　
「
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
高
齢
者

宅
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い

し
た
り
、
車
で
路
肩
に
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
い
う
方
を
救
急
搬
送
し
、
救
急
車

が
待
機
し
て
い
る
所
ま
で
送
る
な
ど
初

め
て
の
事
態
も
多
く
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
危
機
的
な
事
態
も
消
防
団
Ｏ

Ｂ
か
ら
の
情
報
や
地
元
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
助
け
ら
れ
た
そ
う
。

　
「
台
風
の
時
な
ど
、
道
に
倒
木
が
あ

る
と
本
部
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
、
車

が
通
れ
る
よ
う
に
自
分
た
ち
で
緊
急
処

大隅方面隊 南分団長

竹元 研二さん
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まいにち防災。
知って備える。

災 害からの被害をできる限り少なく抑えるために
は、常日頃から自ら取り組む「自助」、地域で取り
組む「共助」を行い、大規模災害に備えることが
必要になります。

「1995 年兵庫県南部地震における

 火災に関する調査報告書」より

Ｑ．災害のときって救助隊が
助けにきてくれるでしょ？

により救出されており、「公助」である救助隊に
よる救出は数％に過ぎなかったという調査結果
があります。災害時には、救助隊や救急車などの
数に対し、負傷者が数多く出るため、負傷者全員
を同時に救出・救護することはできません。また、
道路や交通手段に大きな被害が出ると物資を運
ぶ物流も機能低下します。そのため、自助や共助
での助け合いが重要になってきます。

A. 阪神・淡路大震災では、7 割弱が家族
も含む「自助」、3 割が隣人等の「共助」

その「大丈夫」、間違ってます！
Ｑ＆Ａコーナー

通行人
2.6%

自力で脱出
34.9%

友人・隣人
28.1%

家族
31.9%

救助隊
1.7%

その他
0.9%

もう３日も雨が続いていて、これから
もっと雨風がひどくなるらしい。今なら、
近くの川の様子を確かめに行けそう。

台風のときや大雨で土砂災害の警戒がでているときは、不
要な外出は控えるのが鉄則です。「ちょっとだけだから」と

思って、田んぼや畑の様子を見に行く人がいますが、向かう途中で事
故にあったり、川の氾濫に巻き込まれ、命を落とす人が少なくありま
せん。田んぼの用水路の管理などは、大雨の予報が出たら早めに行い
ましょう。また、防災ラジオやテレビなどを意識して、最新の情報を
集める習慣をつけましょう。

災
害
が
お
こ
っ
た
と
き
、

「
自
分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
」
が

最
も
重
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
身
を
守
る
最
善
の
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ．

A.
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日常の中で「使いながら補充」を習慣に。
「ローリングストック法」って知ってる？

備蓄は特別なものと考えず、日常生活に組み込みましょ
う。レトルト食品や水、日用品など普段使っているものを
多めに家においておき、使ったら買い足すという「ローリ
ングストック法」がおすすめです。

「災害時に初めて食べたら口に合わなかった」「肌に合わな
かった」という心配もなくなります。食料は１週間分を目
安に備蓄したいところ。飲料水であれば１日最低でも１人
２ℓ、食材は自然解凍で食べられる冷凍食品やフリーズド
ライ、乾物などもおすすめ。

防 災 は「 非 常 時 」の も の で は な く「 日 常 的 」
に や る の が 理 想 的 。 自 分 の 生 活 に 合 わ せ

て 、無 理 な く 行 い ま し ょ う 。「 災 害 の た め に ！ 」
と あ ま り か た く 考 え す ぎ ず 、 楽 し み な が ら す る
こ と が 長 く 続 け る コ ツ で す 。 情 報 収 集 も 普 段 か
ら ニ ュ ー ス な ど を 見 て 、 状 況 を 想 像 す る な ど 習
慣 化 し ま し ょ う 。

「食べ物は支援とかでもらえるのでは？」　そんな風に思っていませんか。
災害時はライフラインが停止したり、土砂崩れなどによって交通が麻痺すること
が予想され、十分に物資をまかなえない可能性があります。

◎ 家に備蓄したい日用品

食品包装ラップ

非常用トイレ

ごみ袋（45 ㍑）
保存用ポリ袋

体拭き用
ウェットシート

新聞紙

携帯ラジオ

ほかにも… ブランケット・救急セット・マスク・ポリタンク・バケツ・クーラーボックス・軍手・
長靴・レインコート・カセットコンロ・カセットガスボンベ・ランタン・懐中電灯・乾電池・タオ
ル類・携帯充電器などなど…自分に必要なものを考えましょう！

保管する

普段使いする
買い足す

まいにち防災。
知って備える。
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すぐできる！  家具の配置チェックや固定。
いざというときのための準備を。

地震のとき、家具が折り重なって倒れ、出入口が塞がれて
しまうと、避難の遅れにつながります。普段は到底動かす
ことのできない大きな家具も、凶器となって襲い掛かって
きます。また、大規模災害の時は避難所のスペースも足り
なくなる可能性があるため、自宅避難ができるように「住
める」状態を保つためにも、家具の固定は必須です。
家具の転倒防止には、壁に固定する「ネジ留め」が一番効
果的です。さまざまな種類があるので、使い勝手の良いも
のを選びましょう。

情報収集はどこから？ 
曽於市公式アカウントやホームページを登録しておく

◎ まずは置き方から
避難通路となる廊下、出入り口には転倒しやすい・動きやすい家具類を置かないようにします。
リビングなどの座る場所や寝る場所にはなるべく家具を置かないようにするか、背の低いものに。
また、置くときの方向に気を付けましょう。

寝ているベッドに倒れて
きてしまう。引き出しが
飛び出し、中のものが凶
器となって飛んでくる可
能性も。

倒れたとしてもベッド
には影響のない向きに
置く。

NG OK

防災情報（避難情報）は、Ｓｏｏ Ｇｏｏｄ ＦＭ【87.4MHz】、緊急速報メール（エリアメール）、市ホー
ムページ、曽於市安心安全メール、市公式ＳＮＳで皆さんへお伝えします。いざという時に備えて事
前に登録しておきましょう。

Facebook TwitterLINE安心安全メール 曽於市 HP

参考文献：『今からできる！ 日常防災』監修 永田宏和・ボーイスカウト日本連盟（池田書店）
　　　　　『何が起きても命を守る防災減災ＢＯＯＫ』編者 ゆうゆう編集部（主婦の友社）
　　　　　『死なない！ 死なせない！ 大地震から家族を守る』著 三井康壽（世界文化社）




